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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
〇　本日は，このような機会をいただき感謝する。

〇　本日は，「宮城県におけるたばこ対策について」について紹介させていただく。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
〇　まずはじめに，県民の健康課題をまとめたものであるが，肥満，メタボ，脳血管疾患，塩分過剰，歩数が少ない等，健康課題は非常に多い状況にある。　

〇　例えば，喫煙が高リスクとなるメタボリックシンドロームの該当者や予備群の割合は，平成２０年度から９年連続で全国ワースト３位以内が続いている。

〇　また，喫煙に関連する疾患の一つである，脳血管疾患の年齢調整死亡率が高く，男女とも全国平均を上回る状況にある。

○　中でも喫煙率は，平成28年度の国民生活基礎調査によると，21.1％で全国ワースト9位にあり喫煙者が多い状況にあることが分かる。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○　県民の喫煙率について

○　男性は33.4％で全国ワースト10位，女性は9.9％で全国ワースト11位と，男女ともに全国比較でも喫煙率が高い状況にある。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○　県民の喫煙の状況について

○　平成28年県民健康・栄養調査によると，男性の喫煙者は減少傾向にあるが，現在でも全体の37％が喫煙者であり、年代別では男女ともに40代で高く，特に男性では半数を超えている。

（女性の喫煙者は，平成22年が12.0％，平成26年が11.7％，平成28年が11.1％と男性と同様に減少傾向にある）
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○　本県では平成25年3月に第2次みやぎ21健康プランを策定し，平成22年に25.5％であった成人の喫煙率を，令和4年度までに12％とする目標を掲げている。

○　プランの中間評価においては，平成28年は平成22年と比較して，現在習慣的に喫煙している者の割合は，男性で3.7ポイント減少，女性は0.9ポイント減少したが，大きな変化は見られておらず，喫煙している者のうち，たばこをやめたいと思う人の割合は，平成22年と比べて男性は少なくなっており，効果的な対策が急務となっている。

○　また，同プランでは，喫煙の健康影響に関する知識の普及も目標としているが，脳卒中に関しては58.0％の方が健康影響があると答えるにとどまっている。肺がんやCOPDについては，喫煙者は非喫煙者に比べて，かかりやすくなると回答した人の割合が低く，知識の普及も同様に必要である。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○　また，最近の調査において，県の中での喫煙率には地域差があることが分かってきた。

○　これは，特定健診の質問票で，「たばこを吸っている」と回答した人の割合を県平均と比べたものである。

○　図のとおり，平成27年度では，男性は主に，県北・沿岸部地域で喫煙率が高いことがうかがえる。

○　女性は，石巻・仙南圏域で喫煙率が高いことがうかがえる。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○　こちらは翌年の平成28年度の状況である。平成27年度と比較して，その傾向に大きな変化はない。

○　これらから，喫煙率の高い地域ではより喫煙対策を重点的に取組む必要があると考えられる。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○　喫煙率が高い石巻圏域での喫煙対策の取組を紹介する。

○　石巻圏域では，保健所を中心として，いしのまき・スマート・プロジェクトを立ち上げ，医療機関・市町・民間事業者等と連携し，地域の特性に合わせた取組を実施している。

○　写真は連携会議の様子であり，喫煙率が高いといった，地域の健康課題に対して，どのような取組が必要か各立場から話合いを行っている。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○　一例として，新聞での連載記事を掲載し，啓発を行った。

○　こちらは，石巻日日（ひび）新聞に掲載した記事である。喫煙とメタボの関係や循環器疾患の発症リスクについて掲載している他，禁煙外来や禁煙支援薬局の紹介も行っている。


HofE (BePE<)

C

I

EX
3 BN

E%%@%ﬁ

’JL\'C

—
—

l

=z
=

BRE%&

12>

HiE BAROE o=
A8 #HK P INORD
| IS < R Rty Rk
mcoufﬁzzaﬁ? :
roilkE—" aﬂmmﬁnmﬁﬂ%u&
P2E" RARHHSHVTRIERRIN 510
KESHY CIRNIHH e HR-20HA)
H RSB ERE e [t
MRERONS | NSO KO
CMEROMEME S AR NG SEIOE
e HMHRIRR R R W
IECH TN BT S 46.044°
—HRgz R S L<en 0 ahit”
[R< A RO S-<AMRIRKNAS D 42 BRI
FERIEDV DM
—RHE UG0S
TSHEQIT # N EN R KRN 1
S 10" O< SR O HRE
H PEECHTRID R BRI R
AR O ERERERNRDAMSAN
DS
ey T T

<

KR rermmmcmsmm IRVEC M

HBICKE" HEICIE SEETMOTISH
ERFRAUS OMERROONR” KEEHS
O S A
— TRV UR°
THREEEES ) | TR NRURIED VSORIRE
RAnQEAIR” DB TN g
EtHaRinn it RbEMEEeNS
SIS I KIT KM )
—KH o o< SR
[EHBHICMROR O [—iD] AISH
ToaQHES S SAUECHEICKIEE
A0S O IR SH O R
" PRUMHSOE AJREEY EDC<SIEAS
vunlb%ﬁﬁbba\_cfﬁ il
R D v DRI K - B

ﬁ&z,u.
~ W2 ]
> 2] mE B
A% IR g
K] ﬂ ; 29BL
K DS
VinmERG o
B onidees
i m\amﬁm,mm
H2 g
Ew;ﬁgmﬁm; 4
B EHEREAAN
RN
HAVHUE M 5 00 LlaE bl

APNR-<DO

AT )

mmﬁ/ ERDE ot

5 ,ﬂiyz_&?_} s E=T)

| R S < W SETEAP e E® R
e O MR KA T THon Q.
KERH EHECH T2 Hkr-2
ﬂ/brﬁn.ﬁgﬁbibte

—EENRBRRAPIER DXL E O B
BUONERIPROS i R®

HeER S ErR RN DENEo
FOREOHSEE I ONNG" T
] A SO Do, 5T

— DR D ING®

LLANSIEH SIS HE R 200°
O SR S U R T° SRR
ﬂ SRR QUSSR | !
1 i mE 8<er MEWEE:E,
g HEOUSIN°

IS5 PR iR TECHENCE
E,m RREYHERY SEHORELET LM
HAREOW S|

<13>

FETS S TP

WELSVHSHRESELMEDIONE EES
B BRNKSNN VP KB e® |
[EMiERAE" SHHEHS WO AE IS TR |
0 TEHERIL] ARSI SHR° 58|
| BO<UERY SOCHIKESDENK—
LU QR ¢ AL S HED |
M .ﬁ&éhn%ﬂé?.bé&&
SeMRE] |
— KA E BRIV S |
1#° _

(SRR 2080 URONE] AISGHE |

20 HOMSHERS S S S |

a HAHISHIAURASVE O FERONGEY |
S0 AR B0SN] |
AR A BN R S o | |
— SRy TIRRAPRI] SR
MR MOHM Y b |
DR BDRUNMIISHILE
(GHKRERHE v iR - R |

: S8 me
.w ¥ % E®
3 | MBx g2t
§ [ vBReERES
T I R RN
K& | fig PN CEES T
ne | g ﬂnf%%ﬁﬁ i
we | B Lsongsaa)
gm | R EmopHK | o |
ip L]
=i _M_cww,nwm W

—EE" BT SOWRA VS |

ﬁgﬁﬁ@ﬁfvwx%aiéu@am@
15 THREHINIR | Pl BIET YR
BRDOSRSHIEOIPR® HIEREISe
TR 623000 | BEAFEE SHEUKERHY
IR S 46 048°

—HEVHEPR T X-ABRR O LEK
&

[HRBLR @) | TRARGZ 1 TIRAK R
g R S RRIE T < St BAEE
LS A CHRIEVPREER R
Hhortt]

: rf R HERE O SR

T s AR LR -

[ FERS ORISR\ S
HOEERVCESINOVIN” JBEC TN

% TR (CRRD ST
FENM S |

B R C eV ERIEE0 P LS 1 HRHE
B ¢ VS0SAEENRES

&7 [REEE MRS D" TR
ERDETH-S” SRR SRS
AR R RS RD0<RRESH0<
1w gf;ﬁﬁgﬁy@%cﬁémﬁ}
SHES DRSS T <RSI
YT
R K< 0 MEBICHIE 0 ST
BSPY HRLEEVEES e |
DD LREINIO R

VBRGNS 56 Sl PN
SRNLYEEONS0<E" HeEtaiy
SRR QMR S A e BRI
G~ IR D) SRt
HELRAER M SHte°. SERRD W
SEHSIHY 05 VARE BRI |

5l
ﬁ%ﬁﬁﬁmﬁ,\)ﬁ%m‘imii | 75
ﬁi_,z

A=l

DEFHCEY 2 CBREES
FrI A

ERBFHLETN

—
-

A—J et-kenko@pref.miy

THEELTHWET .
(CRLASE 5 BUESR DI VE R
@ELR RS2 SIBRT
Fy2 A (225(96)3560
agile.jp

HLIEELY

_SHEECTRIEN $RIIF)


プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○　こちらは，石巻かほく新聞の連載記事である。

○　石巻赤十字病院の協力を得て，禁煙外来の紹介や防煙教育についての記事を掲載した他，石巻薬剤師会の協力のもと，禁煙支援薬局についての記事を掲載し，禁煙に関する啓発を行った。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○　また，各市町や石巻薬剤師会等のイベントとタイアップし，喫煙の健康影響についての啓発を行った他，企業に出向いて禁煙の出前講座を実施している。

○　これら以外にも，呼気中一酸化炭素測定濃度測定のためのスモーカライザー貸出を実施するなど，幅広い喫煙対策を行っている。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○　県全体の取組としては，機会をとらえて，たばこの健康影響に関するパネル展示などの啓発を行っている。今年度も，5月31日から6月6日の禁煙週間に合わせて，禁煙みやぎさんに御協力いただき，県庁2階回廊にてパネル展示を行う予定としている。

○　また，県ホームページ等を用いた情報等の発信を行っており，禁煙みやぎさんのホームページにリンクして禁煙治療に保険が適用できる医療機関の紹介や，県薬剤師会さんのホームページにリンクして禁煙支援薬局の紹介をしている。




プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○　続いて，宮城県の受動喫煙防止対策について紹介する。

○　第2次みやぎ21健康プランにおける重点的に取組む項目として，歩こう！あと15分，減塩！あと3gに加えて，めざせ！受動喫煙ゼロをスローガンとして掲げた。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○　受動喫煙の状況について。

○　平成28年の県民健康・栄養調査では，受動喫煙を有する人の割合は，平成22年度と比較し，職場では改善がみられたが，依然として高い割合にある。

○　また，家庭や飲食店においてはほとんど変化が見られなかった。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○　宮城県の受動喫煙防止対策の取組について紹介していく。

○　飲食店等が受動喫煙防止に取り組み，受動喫煙による健康影響から県民を守る環境づくりを推進するため，受動喫煙防止対策を講じている施設を公表し，県民の健康づくりを支援する環境整備を行うことを目的に，平成27年9月に，受動喫煙防止宣言施設登録制度を創設した。

○　この制度は，仙台市，全国健康保険協会宮城県支部と共同で実施し，全国初の取組であった。

○　敷地内禁煙または建物内禁煙の施設が登録対象となっている。約3分の2の施設が建物内禁煙で登録されている。

○　宣言施設では，主に事業所や薬局からの登録が多く，半数以上を占めている。

○　宣言施設には，登録書とステッカーを送付し，4月1日現在，1,131施設が登録されている。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○　また，県民全体が受動喫煙の問題について関心を持ち，未来を担う人々の健康を守るため，受動喫煙防止対策を推進していくことを目的に，9月1日から9月7日までを「みやぎ受動喫煙ゼロ週間」と定めている。

○　取組として，受動喫煙防止について，県庁ロビーにおけるパネル展示や，各市町村広報での記事の掲載を行い，啓発を行っている。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○　また，御存知の通り，平成30年7月に，望まない受動喫煙の防止を図るため，「健康増進法の一部を改正する法律」が公布され，国において受動喫煙対策が強化されることとなった。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○　健康増進法の改正の趣旨としては，大きく３つあげられている。

○　一つは，屋内において，受動喫煙にさらされることを望まない者がそのような状況に置かれることのないよう，「望まない受動喫煙をなくす」ことである。

○　二つ目は，20歳未満の者や患者等の受動喫煙による健康影響が大きい者に対して，受動喫煙対策を一層強化し配慮していることである。

○　三つ目は，「望まない受動喫煙をなくす」という観点から，施設の類型・場所ごとに必要な対策を実施することである。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○　本県では，「健康増進法の一部を改正する法律」が公布されたことを踏まえ，第2次みやぎ21健康プランにおける受動喫煙防止対策に係る指標項目の目標値の見直しを行った。

○　「受動喫煙の機会を有する人の割合」の指標を，平成29年度の中間評価時では「家庭」3％，「職場」0％，飲食店は今後設定としていたが，「家庭」「職場」「飲食店」のすべてにおいて，0%とし，受動喫煙防止対策を強化していくこととした。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○　今年度の受動喫煙防止対策として，2020年4月に完全施行される，改正健康増進法の基準遵守の徹底及び円滑な施行を目指し，各施設等へ法の周知を行っていくこととしている。

○　加えて，「宮城県受動喫煙防止ガイドライン」を改定し，具体的な方策を推進する。

○　受動喫煙防止宣言施設登録制度による先進的な取組施設の紹介等による社会環境の整備を行うとともに，喫煙と受動喫煙等の健康影響の啓発　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など，受動喫煙防止対策の強化を図る。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○　また，今年度における喫煙対策としては，未成年等の喫煙防止指導者研修会の開催や，保健所や市町村等の各地域を通した喫煙対策にきめ細やかに取組む等により，喫煙の健康影響に関する知識及び意識の向上や，禁煙サポートの充実を図ってまいりたい。

○　これらの取組により，喫煙率のさらなる減少を推進していくとともに，望まない受動喫煙のない社会の実現を目指してまいりたい。　
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